耳への触覚提示に関する研究 by 小島 雄一郎
修 士 論 文 の 和 文 要 旨 
 
研究科・専攻 大学院 電気通信学研究科 人間コミュニケーション学専攻 博士前期課程 
氏    名 小島雄一郎 学籍番号 0836006 
論 文 題 目 耳への触覚提示に関する研究 
 要  旨 
近年, 歩行誘導やエンタテインメント分野における研究が盛んである.  
歩行誘導においては GPS と連動し, 携帯電話のディスプレイへ地図を表示させる, または音声
情報を提示する方法が現在の主流である. 研究段階ではユーザにHMDを装着させ, 矢印を表示さ
せることによって視覚的に指示する方法も提案されている. しかし, これら従来の方法は提示す
る情報が矢印や音声等, 記号的であるため解釈に時間がかかる, もしくは解釈できないといった
問題がある. そこで最新の研究では情報の質を単純化し直感的に, ユーザが自然と目的地へ辿り
着けるナビゲーションシステムの開発が目的とされ, 感覚対象として触覚が着目されている.  
エンタテインメントの分野では入力機器の発展が著しい. カメラを用いた位置検出, 加速度セ
ンサを用いた振動検出, 圧力センサを用いたタッチパネルといった方法が確立されている. 出力
に関しては CG の質, 音質の向上など主に視覚, 聴覚の分野は進歩し, ほぼ完成の域に達してい
る. 一方, 触覚における出力は振動を提示するのみであり, 我々が日常的に得られる多種多様な
触感の表現までは実現できていない. しかし, ゲームやアトラクションに振動機能を付加するだ
けで 多くのユーザの臨場感が上がる傾向があることから, 触覚は重要な要素だと考えられる.  
本論文では触覚提示を行うことで歩行誘導, エンタテインメントの分野に応用可能な技術を検
討する.  
従来の触覚提示は主に手掌部を提示部位として考えた設計がなされてきた. しかし歩行誘導, 
エンタテインメントのシステムの操作は手掌部で行われることが多い. 手掌部に触覚提示を行う
ためのデバイスを装着してしまうと, 操作感が欠落すると考えられる. 操作性を阻害しないため
には, 他の部位への触覚情報提示が必要だと考えられる.  
本研究では耳に着目した. 耳はその複雑な形状故, 触覚の検証はあまり行われていない. よっ
て生理学的に新たな知見を発見することが出来る可能性がある. また我々は日常生活でヘッドホ
ン等を装着しているため, 耳に情報機器が接触することに対してあまり抵抗がない. 得られた知
見を参考に新たなヘッドホンが設計可能となるはずだ.  
我々の経験から, 耳への触覚提示の可能性を考える.  
親が子を叱るとき, 耳を引っ張るという光景が我々の記憶にあるだろう. この状況では, 子は
親の耳を引っ張る力に逆らえない. このことから, 耳は牽引の力に敏感なのではないかと推測さ
れる.  
もし耳を牽引することで我々の身体が牽引方向へ動こうとするならば, 簡便な方向提示誘導シ
ステムが実現できるだろう. さらに, 非常に弱い力で実現可能とすれば, 誘導に要するエネルギ
ーコストも削減できると考えられる. また視覚障害者のための誘導システムとしても応用可能と
なる.  
エンタテインメント分野への応用として, 風を検討する.  
我々の日常生活において風を感じている部位は, 常に露出している皮膚である顔面部や手先で
ある. 近年の VR システムではこの露出している部位に風を当てることで臨場感を向上させてい
る. 耳が風に対して敏感ならば, 耳へ風を提示するだけで高い臨場感を引き起こすことが可能に
なると推測される. また従来の風システムの問題点である大型化が, 耳への局所的な風に絞って
システムを設計すれば解決されると考えられる. 
 
